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学校法人  広島山陽学園　理事長
（昭和 38 年  普通科卒） 岸　　 英 雄

　

同
窓
会
会
員
の
方
々
に
は
、
日
頃

か
ら
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
陽
高
等
学
校
で
は
、
昨

年
度
か
ら
普
通
科
に
女
子
生
徒
の

募
集
を
開
始
し
て
男
女
共
学
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
情
報
会
計

科
も
男
女
共
学
と
し
た
と
こ
ろ
、
共

学
化
２
年
で
在
籍
す
る
女
子
生
徒
数

は
１
０
０
名
を
越
え
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
園
は
今
、
大
き

な
転
換
期
に
あ
り
、
今
後
は
、
女
子

の
部
活
動
な
ど
も
盛
ん
に
な
っ
て
参

り
ま
す
が
、
学
園
の
運
営
が
厳
し
い

環
境
に
あ
る
中
、
生
徒
が
勉
強
に
部

活
動
に
学
園
生
活
を
一
層
充
実
さ
せ

る
た
め
の
支
援
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、｢

生
徒
支
援
推

進
基
金
（
仮
称
）｣

を
設
立
し
て
法
人

化
し
、
学
園
・
保
護
者
会
・
同
窓
会

が
三
位
一
体
と
な
っ
て
生
徒
支
援
の

推
進
・
拡
大
を
図
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
部
活
動
等
に
お
け
る
大

会
遠
征
費
な
ど
、
学
園
の
生
徒
の
活

動
を
直
接
支
援
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
学
園
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
生
徒
支
援
推
進
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
学
園
・
保
護
者
会
と

で｢

委
員
会｣

を
立
ち
上
げ
、
基
金

を
設
立
す
る
た
め
の
協
議
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て
、
今
後
、

同
窓
会
の
方
々
や
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

の
方
々
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

生
徒
支
援
は
、
保
護
者
会
、
同
窓

会
が
中
心
に
行
い
、
学
園
・
先
生
方

は
、
増
加
す
る
生
徒
の
受
け
入
れ
に

必
要
な
施
設
設
備
の
整
備
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
体
制
で
、

学
園
の
充
実
・
発
展
の
た
め
の
支
援

を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
既
に
、
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
来
る
９
月
１
日
（
土
）
に

は
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

に
、
山
陽
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
新
た
に
同
窓
会
副
会

長
に
就
任
い
た
だ
い
た
市
原
則
之
・

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）
専
務
理
事
の
講
演
を
予
定
し
て

お
り
、
是
非
、
同
窓
会
の
方
々
の
多

数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
御
活
躍
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

山陽同窓会会長（広島県議会議員）
（昭和 39 年  普通科卒） 城 戸 常 太

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
広
島

山
陽
学
園
の
運
営
に
様
々
な
面
で
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
同
窓
会
活
動
も
活
発
に
な

り
、
同
窓
大
会
へ
の
参
加
数
も
年
々

多
く
の
同
窓
生
の
方
々
が
参
加
し
て

頂
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
学
園
と
し

て
も
大
変
に
心
強
く
、
城
戸
同
窓
会

長
を
は
じ
め
役
員
幹
事
の
皆
様
に
は

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
名
門
山

陽
高
校
復
活
へ
向
け
て
の
学
校
改
革

も
お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
進
展
し
て

い
ま
す
。
２
年
前
よ
り
始
め
ま
し
た

女
子
生
徒
の
受
け
入
れ
も
、
校
長
以

下
教
職
員
の
努
力
の
結
果
、
問
題
を

起
こ
す
事
無
く
校
風
に
馴
染
ん
で
来

て
お
り
ま
す
。
市
原
先
輩
の
肝
い
り

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
も
２
年
後
が
大
変
楽
し
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
学
外
か
ら
の
評

価
も
随
分
と
良
い
方
に
変
わ
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
安
定
し
た
入
学
者
数
の

確
保
に
最
善
の
運
営
を
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
と
は
い
え
、
更
に
厳
し
い

少
子
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の

が
現
実
で
３
年
後
か
ら
の
子
供
の
減

少
傾
向
は
厳
し
さ
を
増
し
て
ま
い
り

ま
す
。
理
事
会
、
教
職
員
は
一
丸
と

な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
教
育
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
事
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
を
伏

し
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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合　計

大　学 82

短　大 2

専　門 41

就　職 51

浪　人 3

未　定 5

退　学 3

総　数 187

就職内定状況　平成２４年３月１９日現在

� （単位：人）  　

区　分 ３年在籍者数 希望者 内定者 未決定者

普 通 科 １１３ １７ １６ １

情報処理科 ３１ １２ １２ ０

機 械 科 ４０ ２３ ２３ ０

計 １８４ ５２ ５１ １

3 年全科・全クラス生徒進路状況表 平成２４年３月１９日現在

進学状況　平成２４年３月１９日現在

� （単位：人）
国立大学
【１名】

公立大学
【２名】

私立大学
【80 名】

短期大学
【２名】

専修学校等
【43 名】 計

県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外

0 1 1 1 59 21 2 0 38 5 128

0 1 0 1 66 31 0 4 6 41 150
※下段は、平成 22 年度卒業生進学状況

内訳
国立：大分大学  1 名
公立：島根県立大学  1 名　尾道市立大学  1 名
私立：県内
　　　　広島経済大学  32 名、広島修道大学  8 名
　　　　広島国際学院大学  6 名　他 17 名
　　　県外  21 名

生徒数統計　平成２４年３月１９日現在

� （単位：人）　　　　

年 度 男 女

平成 19 年度 ４０４

平成 20 年度 ２７１

平成 21 年度 ２４３

平成 22 年度 １９２

平成 23 年度 ２９２ ３８

平成 24 年度 ３８４ ７６
※平成 23 年度より男女共学になりました。

普通科 3 年（7クラス＝ 187 名）

広島山陽学園  山陽高等学校　校長
田 邊 康 嗣

　

山
陽
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
教
育
に
対
し

て
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
陽
高
等
学
校
は　

①
強
い

山
陽
・
さ
わ
や
か
な
山
陽
の
復
活　

②

魅
力
あ
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
実
現　

③

地
域
の
教
育
環
境
へ
の
貢
献
を
学
校
経

営
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
設
定
し
て
学
校

改
革
に
取
り
組
み
、
今
年
度
で
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
春
の
４
月
６
日
に
行
っ
た
ア
ス

テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
の
入
学
式
で
は
、
普

通
科
２
１
３
名
、
情
報
会
計
科
47
名
、

機
械
科
１
２
５
名
、
合
わ
せ
て
３
８
５

名
の
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
女
子
生
徒
の
入
学
者
数
も
、
男

女
共
学
の
初
年
度
は
38
名
で
し
た
が
、

今
年
度
は
76
名
に
倍
増
し
ま
し
た
。
学

校
全
体
の
生
徒
数
も
８
１
９
名
に
増

え
、「
強
い
山
陽
・
さ
わ
や
か
な
山
陽
」

の
実
現
に
向
け
た
学
校
改
革
の
足
音
も

徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

山
陽
高
等
学
校
の
学
校
改
革
は
今
年

度
か
ら
ス
テ
ッ
プ
２
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
山
陽
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
挨

拶
等
の
マ
ナ
ー
、
家
庭
学
習
の
定
着
に

継
続
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
全
国
大

会
へ
の
出
場
ク
ラ
ブ
の
倍
増
や
特
色
あ

る
女
子
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
の
強
い
山

陽
・
さ
わ
や
か
な
山
陽
の
実
績
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
指
導
の
い
っ
そ
う
の
充

実
を
通
し
て
、
中
途
退
学
者
の
大
幅
な

減
少
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
び
な
お

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
補
習
講
座
・
資
格

取
得
講
座
の
充
実
、
目
標
管
理
や
授
業

評
価
な
ど
の
魅
力
あ
る
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
山
陽
高
等
学
校
が
地
域
か
ら

大
切
に
さ
れ
る
学
校
と
な
る
た
め
に
、

学
園
広
報
活
動
の
推
進
や
奉
仕
活
動
へ

の
積
極
的
参
加
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
の
育
成
、
姉
妹
校
提
携
や
留

学
当
の
国
際
交
流
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
硬
式
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
ボ
ク
シ
ン
グ

な
ど
の
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
生
徒
急
減
期
を
向
か
え
て
、
山
陽

高
等
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す

が
、
広
島
の
未
来
を
つ
く
る
人
材
育
成

を
積
極
的
に
推
進
し
、
広
島
県
が
「
お

し
い
広
島
」
か
ら
「
す
ご
い
広
島
」
に

飛
躍
す
る
原
動
力
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
本
校
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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普通科 1 年 A 組 17 番

坂
さか

本
もと

　睦
むつみ

（吉島中出身）バスケ部

　山陽で今のこの仲間たちで全国を目
指し絶対に優勝する！これからもっと
もっと練習しさらにさらに強くなって 3 年になるまでに
優勝の頂を勝ちとってやる、そして NBA で MVP をと
る！

普通科 1 年 A 組 7 番

永
なが

元
もと

　遥
はる

菜
な

（美鈴が丘中出身）ハンドボール部

　私は山陽高校に来て、最初は元男子
校なので、活発な人が多くて、「自分は
ここでやっていけるのかな」とか「一人ぼっちだったら
どうしよう」など不安がいっぱいでしたが、今では友達
もできて先輩たちもやさしくてとても楽しい生活を送る
ことができています。また今年はハンドボール部ができ、
私も入部しています。練習もこつこつ頑張ってインター
ハイに向けてひたすら走ってます！私も初心者ですがが
んばってインターハイいけるようになりたいと思います。

山陽高等学校　平成 24 年度
　主な年間行事予定表　

月 日 曜日 行　　事 特に同窓生の参加希望
4 6 金 入学式、始業式
5 19 土 授業参観、PTA 総会
6 23 土 体育祭 体育祭

30 土 第 1 回オープンキャンパス
7 2 月 求人活動開始

20 金 終業式
8 6 月 原爆死没者慰霊式 原爆死没者慰霊式
9 3 月 始業式

8 土 第 2 回オープンキャンパス
10 20 土 第 3 回オープンキャンパス
11 3 土 文化祭 文化祭
12 21 金 終業式
1 7 月 始業式
2 28 木 同窓会入会式 同窓会入会式
3 1 金 卒業式 卒業式

19 火 終業式

その他
進学説明会
就職説明会

クラブ活動報告
バレー部
　中国高等学校バレーボール大会広島県予選　3 位
　中国高等学校バレーボール大会　ベスト 8
自転車競技部
　平成 24 年度広島県高等学校自転車競技選手権大会
　個人
　　スクラッチ　　　　　　　1 位　吉田　慶
　　1km タイムトライアル　　2 位　村上竜馬
　　スプリント　　　　　　　1 位　吉田　慶
　　　　　　　　　　　　　　2 位　村上竜馬
　　ポイントレース　　　　　1 位　吉田　慶
　　ケイリン　　　　　　　　2 位　村上竜馬
　団体
　　チームスプリント　　　　1 位
　　4km チームパーシュート　2 位
　総合　2 位
ボクシング部
　県高校春季新人ボクシング大会
　個人　
　　ピン級　　　　　　　1 位　竹原　毅
　　フライ級　　　　　　3 位　大坪　燎司

インターハイ出場（2012北信越かがやき総体）
　ソフトテニス部　　　 2 組（中畑・梶田組　佐々木・谷本組）
　なぎなた　　　　　　 1 名（佐々木　唯菜）
　空手部　　団体・個人 4 名（男子）尾加・有貞
　　　　　　　　　　　　　 （女子）山下・研谷

女子サッカー部活動状況　顧問　田中 良和

　女子サッカー部は、５月
17 日、 安 田 女 子 大 学 体 育
館で行われたサロンフット
ボール大会に出場しました。
初対外活動でしたが、５名
の部員の頑張りで、３位入
賞しました。これに弾みを
つけ、更に飛躍します。尚、
継続して部員募集していま
す。活動は人工芝グランド、
ほぼ毎日です。

今年の新入生から一言　！
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

毎
年
、
企
業
実
習
生
を
６
～
８
名
受
け
入
れ

て
お
り
ま
す
。
山
陽
高
校
の
緑
化
の
管
理
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
事
も
あ
り
、
生
徒
達
が
仕
事

を
し
て
い
る
私
達
を
ど
う
見
て
、
仕
事
へ
対
し

何
か
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
将
来

の
事
を
何
か
考
え
て
い
る
の
か
、
社
会
の
厳
し

さ
に
つ
い
て
、
等
を
教
え
る
術
と
し
て
役
立
て

れ
ば
と
思
い
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

作
業
内
容
と
し
て
は
、
基
本
的
に
庭
園
の
清

掃
で
す
が
、
個
々
の
個
性
が
ハ
ッ
キ
リ
と
出
ま

す
。
支
給
す
る
熊
手
や
ホ
ー
キ
等
は
一
日
で
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
名
前
を
記

入
さ
せ
、
自
分
専
用
と
言
う
意
識
に
変
わ
る
事

で
３
日
間
大
切
に
使
う
様
に
な
り
、
社
員
へ
の

教
育
に
も
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
私
は
山
陽
高
校
中
退
で
、
当
時
、
学

校
に
要
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
辞
め
て
行
く
仲
間

（
６
～
７
名
）
の
中
で
、
学
校
に
必
要
と
さ
れ
る

生
徒
に
な
る
努
力
を
し
、
高
２
の
時
に
認
め
て

頂
け
た
。
自
分
の
達
成
感
で
の
退
学
『
社
会
へ

出
て
必
ず
必
要
と
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て
く
れ
』

と
生
徒
を
送
り
だ
し
て
お
り
ま
す　

代
表
取
締
役　

仁
井
田 

英
司　

　

我
が
社
は
、

毎
年
山
陽
高
校

か
ら
数
名
企
業

実
習
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
外
に
出

て
、
企
業
の
中

で
、
一
社
会
人

と
し
て
働
く
と

言
う
事
は
め
っ

た
に
な
い
体
験
、

勉
強
の
場
だ
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。
企
業
実
習

生
に
は
、
数
日

と
言
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
見
学
と

い
う
「
見
る
」
体
験
で
は
な
く
、
実
際
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
会
社
の
一
員

と
し
て
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
て
い

た
だ
け
た
ら
良
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
社
の
社
員
の
大
半
は
山
陽
高
校
卒
業
生

で
す
。
そ
の
中
で
当
時
、
我
が
社
に
企
業
実
習

生
と
し
て
来
ら
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
し
て
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
社
会

人
と
し
て
の
経
験

も
生
か
し
、
企
業

実
習
生
を
迎
え
て

い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

技
術
、
知
識
も

必
要
で
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が

ら
、
社
会
で
一
番
必
要
だ
と
思
え
る
の
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
か
ら
な
い
事
を
自
分
か
ら
聞
け
ず
に
、
間
違
っ

た
や
り
方
で
大
惨
事
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
一
人
の
問
題
で
は
な
く
、
会
社
全
体
の

責
任
に
な
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
事
、
間
違
っ

て
い
る
事
を
恐
れ
ず
、
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま

く
表
現
す
る
、
伝
え
る
事
が
大
切
だ
と
言
う
こ

と
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
社
会
人
と
し
て
の
「
責
任
」
を
、
こ
れ

か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.harada-tekkou.co.jp/

　

企
業
実
習
担
当　

岡
原　

紀
幸

株
式
会
社
仁
井
田
造
園

原
田
鉄
工
株
式
会
社

　今年で 25 年目を迎える企業実習は機械科教諭の生徒に対
する願いからスタートしました。ＯＢの方の全面的な協力を
得て広島市内の企業に就職させてやりたいという熱い想いで
す。当初は受け入れが困難で何度も生徒のために頭を下げら
れたと聞いております。
　現在機械科のみならず普通科、情報処理科と全科に渡り就
職希望者に対し体験できるシステムとなりました。過去５年
間で 50 人あまりの生徒が企業実習先に就職させて頂きまし
た。ＯＢの方には山陽生という親しみから厳しくも愛情豊か
に育てて頂きました。
　今後も山陽高校独自の企業実習に対し生徒達に門戸を開き、
導いてやって頂けたらと思います。何卒よろしくお願い致し
ます。

機械科主任　中本修司　

江波鉄鋼

大野石油店

マリー
ザ
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平成24年度 山陽同窓大会のご案内

特別講演会
テーマ
『オリンピックを目指すという事とは！！（仮）』
講演者 市

い ち は ら

原  則
の り ゆ き

之（1941年10月生）
（昭和 34 年 普通科卒）

今年も同窓会の季節がやってきました。皆様お誘い合わせの上、ご出席いただきますよう
お願い申し上げます。　※詳しくは別紙のご案内をご覧下さい。

日時　平成２４年 9 月1日（土）
　　　【受付】　午後 4 時 30 分
　　　【講演・同窓大会】　午後 5 時 30 分より
会場　リーガロイヤルホテル広島　TEL 082-502-1121
会費　6,000 円（平成 18 年度卒業以降の方は、3,000 円です。）

リーガロイヤルホテル広島
〒 730-0011 広島市中区基町 6-78
TEL 082-502-1121
JR 広島駅より路面電車（1 番線「広島港」行き・2 番線「宮島」行き・
6 番「江波」行き）で約 15 分、

「紙屋町東」もしくは「紙屋町西」下車 ［片道￥150］ ⇒徒歩約 3 分

お問合せ先
山陽同窓会事務局
〒 733-8551 広島市西区観音新町 4-12-5
TEL 082-232-9156　FAX 082-232-2497
ホームページ http://www.sanyo.ed.jp
E-mail:dousoukai@sanyo.ed.jp

プロフィール
山陽高校・広島修道大学ハンドボール部出身
湧永製薬ハンドボール部選手・監督などを経験
元日本男子代表選手　代表監督
現日本ハンドボール協会副会長
日本ハンドボールリーグ機構会長
日本トップリーグ連携機構専務理事
日本オリンピック委員会 ( ＪＯＣ ) 専務理事

山陽同窓会会報 6



平成23年度
山陽同窓大会
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高
校
在
学
中
の
想
い
出

　

高
校
時
代
と
い
う
の
は
、
私
の
そ
の
後
の

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
期
間
で
し
た
。
た

く
さ
ん
悩
み
、
挫
折
を
味
わ
い
、
自
分
の
心

の
弱
さ
を
知
り
、
そ
れ
を
忘
れ
よ
う
と
目
の

前
の
楽
し
い
事
に
だ
け
目
を
向
け
よ
う
と
し

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
う
い
っ
た

３
年
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
を

ゆ
っ
く
り
見
つ
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
良
い
の
か
。
た
っ
た
一
度
き
り
の

人
生
を
、
自
分
が
思
い
描
く
夢
を
実
現
さ
せ

る
為
に
何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
、

そ
う
い
っ
た
事
を
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

考
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く

の
仲
間
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
の

仲
間
と
は
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
広
島

に
帰
っ
て
来
る
際
に
は
必
ず
会
い
ま
す
。
気

兼
ね
な
く
、
素
の
自
分
を
出
せ
る
、
本
当
に

か
け
が
え
の
な
い
友
人
達
で
す
。
つ
ら
い
思

い
や
、
楽
し
い
事
な
ど
、
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
全
て
ひ
っ
く
る
め
て
、
と

て
も
貴
重
で
濃
密
な
３
年
間
で
し
た
。

卒
業
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ま
で

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
、
ボ
ク
シ
ン
グ

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
為
、
東
京

に
出
ま
し
た
。

　

広
島
に
居
る
と
親
や
友
人
達
、
周
り
の
人

達
に
甘
え
て
し
ま
う
自
分
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
自
ら
の
退
路
を
断
っ
て
、
一
生
懸
命

ボ
ク
シ
ン
グ
に
打
ち
込
も
う
と
決
め
上
京
し

ま
し
た
。
最
初
は
す
ご
い
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

な
り
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
お
ら
ず
、
孤
独

を
味
わ
い
ま
し
た
。
又
、
練
習
の
厳
し
さ
、

そ
し
て
試
合
に
向
か
う
恐
怖
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
度

も
や
め
て
広
島
に
帰
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
頑
張
り
続
け
る
事
が
で
き
た
の
は
、

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
遂
に
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
今
ま
で
の
辛
か
っ
た
事
、
苦
し
か
っ

た
事
等
、
全
て
が
消
え
去
り
、
喜
び
と
幸
せ

に
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
辛
く
苦
し
く

て
も
諦
め
な
け
れ
ば
夢
は
叶
う
の
だ
な
と
実

感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
市
議
会
議
員
ま
で

　

私
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
と
い
う

夢
を
実
現
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
誰
し
も
が
い
つ
か
は
負
け
、
引
退
を
決

意
す
る
時
期
が
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
は
私

に
も
例
外
な
く
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
当
時
私
の
ボ
ク
シ
ン
グ
の
後
援

会
長
を
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
方
か
ら
、
今

ま
で
自
分
を
応
援
し
て
き
て
く
れ
た
人
達
に

恩
返
し
を
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
だ
、
自
分
の

住
ん
で
る
街
の
市
議
会
議
員
に
な
っ
て
市
民

の
生
活
の
為
に
働
か
な
い
か
と
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
最
初
は
悩
み
ま
し
た
。
自
分
な
ん

か
が
、
市
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
仕
事
が
で

き
る
の
か
と
。
し
か
し
、
今
ま
で
応
援
し
て

も
ら
っ
た
恩
返
し
を
し
て
い
け
る
事
は
と
て

も
幸
せ
な
事
だ
と
感
じ
、
精
一
杯
や
っ
て
み

よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
立
候
補
し
、

多
く
の
方
々
の
御
支
援
を
頂
き
、
当
選
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
の
活
動

　

市
議
会
議
員
の
活
動
内
容
は
、
主
に
市
の
条

例
や
、
予
算
等
の
決
定
、
決
算
の
認
定
、
選

任
同
意
等
で
す
。
解
り
易
く
言
う
と
、
市
民

の
税
金
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
、
チ
ェ
ッ

ク
す
る
機
関
で
す
。
そ
の
他
、
地
域
活
動
（
運

動
会
、お
祭
り
、学
校
行
事
等
）
に
参
加
し
て
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
市
民
の
声
を
行
政
に
届

け
、
反
映
さ
せ
る
な
ど
の
事
を
や
っ
て
い
ま

す
。

今
後
の
夢
は

　

私
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
事
で
、

一
つ
の
夢
を
実
現
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
目
の
前
の
市
議
会
議
員
と
し
て
の
仕
事

を
全
力
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
く

中
で
、
色
々
な
人
と
出
会
い
、
色
々
な
経
験

を
重
ね
て
行
く
事
で
、
新
し
い
夢
と
い
う
も

の
が
自
然
と
見
つ
か
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

坂  田  健  史新OB探訪OB探訪OB探訪
元ＷＢＡ世界フライ級王者

現東京都稲城市議会議員
平成５年 普通科卒業

―つなげよう―  山陽のわ
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山
陽
同
窓
会
は
、
皆
様
の

会
費
の
納
入
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
何

卒
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

Ｈ
24
・
４
月
～
５
月
末

　
終
身
会
費
納
入
者

◎
第
一
商
業

　

昭
16　

植
田　
　

穣

◎
定
時
制
・
普
通
科

　

昭
33　

巳
之
口
定
夫

◎
旧
中

　

昭
17　

木
屋　

善
雄

　

昭
22　

永
井　

邦
男

　

昭
23　

貞
金　
　

明

◎
全
日
制
・
商
業

　

昭
29　

手
島　

正
昭

　

昭
30　

田
中　

金
治

　

昭
34　

松
本　

主
計

　

昭
34　

木
村　

泰
三

　

昭
35　

戸
川　

健
双

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
納
入
者

◎
全
日
制
・
普
通
科

　

昭
34　

花
木　

昭
運

　

昭
38　

植
木　

康
司

　

昭
38　

谷
山
吉
兵
衛

　

昭
39　

西
村　

幸
雄

　

昭
41　

長
屋　

隆
秀

　

昭
45　

吉
村　

好
弘

　

昭
47　

國
沖　
　

傑

　

昭
49　

熊
本　
　

健

　

昭
51　

横
山　

誠
一

　

平
9　

江
﨑　
　

健

　

平
16　

佐
々
野
達
也

　

平
24　

武
田　

健
生

　

平
24　

横
山
功
一
郎

　
年
会
費
か
ら

　
　
終
身
会
費
に

　
　
　
な
ら
れ
た
方

◎
全
日
制
・
商
業

　

昭
29　

沖
田　
　

進

　

昭
30　

鈴
村　

晴
彦

　

昭
40　

高
橋　

博
史

◎
全
日
制
・
普
通
科

　

昭
25　

増
野　
　

保

　

昭
36　

多
良　

秩
彦

　

平
９　

橋
田　
　

亨

　
年
会
費
納
入
者

◎
旧
中

　

昭
12　

頼
実　

正
弘

◎
全
日
制
・
電
気

　

昭
43　

進　
　

隆
二

◎
全
日
制
・
商
業

　

昭
29　

川
崎　

祥
弘

　

昭
35　

和
田　

長
生

　

昭
35　

柳
橋　

達
也

　

昭
40　

白
井　
　

明

　

昭
42　

山
下
千
由
士

◎
全
日
制
・
普
通
科

　

昭
25　

牛
尾　

一
之

　

昭
30　

鍵
本　

晋
一

　

昭
30　

安
藤　

静
秀

　

昭
35　

稲
田　

正
輝

　

昭
44　

石
丸　

光
男

　

昭
44　

三
村　

佳
範

　

昭
47　

宇
根　

弘
明

　

平
17　

矢
野
真
弥
人

　

平
20　

角
川　

俊
明

　

平
20　

佐
々
木　

優

　

平
21　

宗
近　

優
利

◎
旧
中

　

 

昭
17　

木
屋　

善
雄

故 

昭
22　

中
川　

聿
紀

故 

昭
49　

石
國　

幸
生

川
西　

祐
二

　

黄
緩
賞
受
賞

　

全
日
制
普
通
科 

昭
41
卒

和
多
利　

義
之

　

当
選
（
府
中
町
町
長
） 

　

全
日
制
商
業 

昭
33
卒

会員の皆様の力で同窓会をもりあげよう！
―会費納入にご理解、ご参加を―

拝啓　同窓会会員の皆様方にはますますのご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素から、同窓会活動にご理解とご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
　さて、同窓会の事業活動と母校の発展に貢献する為に各種の事業計画を立案しておりますが、現在の状況では
満足な支援体制がかなえられずにおり非常に残念に思っております。
　つきましては、同窓生の皆様に、下記の①及び②のいずれの方法で会費のご協力をお願いする次第で御座います。
　出費ご多端の折ではございますが、本趣旨にご理解を賜りご納入金して頂きます様お願い申し上げます。
末筆ながら、ますますのご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具

記
　　　　　　①終身会費　10,000 円を一括払い
　　　　　　②終身会費　10,000 円を分割払い
　　　　　　　　 例　◎　5,000 円を 2 回支払い
　　　　　　　　　 　◎　1,000 円を 10 回支払い

※郵便局　口座番号　０１３８０－９－６５９５３

お問合せ先　山陽同窓会事務局　〒 733-8551 広島市西区観音新町 4 丁目 12-5
　　　　　　　　　　　　　　　TEL 082-232-9156　FAX 082-232-2497
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail:dousoukai@sanyo.ed.jp　HP アドレス http://www.sanyo.ed.jp/

会費の領収について
　誠に申し訳ございませんが、会報の発
行によって会費の領収と換えさせて頂き
ます。今後ともご協力の程よろしくお願
い致します。

あ
り
が
と
う

　

 

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
ご
芳
名

電　
　

報

同窓会会費納入について

山陽同窓会会報9
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編
集
後
記

◎
旧
中

大
正
15 

小
西　
　

実

大
正
15 

友
井
太
一
郎

昭
和
３　

前
原　

忠
重

昭
和
４　

西
川　

儀
貫

昭
和
５　

黒
田　

貞
七

昭
和
６　

児
玉　

義
雄

昭
和
８　

中
石　

自
助

昭
和
８　

橋
本　

典
季

昭
和
９　

道
本　

美
俊

昭
和
９　

渡
辺　

公
三

昭
和
９　

原　
　

哲
亮

昭
和
11　

香
川　

忠
人

昭
和
12　

柏
村　
　

護

昭
和
13　

松
田　

安
彦

昭
和
14　

松
田　

博
義

昭
和
16　

正
木　

節
二

昭
和
16　

岩
本　
　

恰

昭
和
17　

久
代　

洋
三

昭
和
18　

小
島　

智
湊

昭
和
18　

中
井　

芳
雄

昭
和
18　

久
万　

成
一

昭
和
19　

山
吉　

利
幸

昭
和
19　

飯
田　

次
郎

昭
和
19　

長
谷
川　

昭

昭
和
20　

松
井　
　

旭

昭
和
20　

福
原　
　

勲

昭
和
20　

石
田　

盛
之

昭
和
20　

高
安　

勝
正

昭
和
21　

勝
丸　

博
明

昭
和
23　

中
村　

和
人

 
 

◎
第
一
商
業

昭
和
15 

井
上　

信
夫

昭
和
16　

大
上　

友
春

昭
和
16 

梶
川　

静
男

昭
和
18 

三
力
谷　

弘

昭
和
18 

西
原　
　

昇

昭
和
23 

新
谷　

宗
人

 

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
和
25 

井
家
上
健
一

昭
和
26 

郷
田　

融
照

昭
和
33 

大
谷　

郁
郎 

 

◎
定
時
制
・
商
業

昭
和
28　

下
鍛
冶
清
隆

昭
和
29　

長
松　

武
男

昭
和
33　

長
尾　
　

博 

 

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
和
25　

寺
本　

武
志

昭
和
25　

坂
本　

秀
雄

昭
和
27　

河
野　

義
幸

昭
和
29　

片
田　

勝
也

昭
和
30　

土
肥　

修
身

昭
和
35　

松
田　
　

實

昭
和
44　

大
草　

正
春

昭
和
52　

米
田　

久
明

昭
和
53　

川
本　
　

聡

昭
和
54　

番
出　

浩
幸

昭
和
55　

金
澤　

智
哲

昭
和
58　

柳
田　

哲
之

昭
和
61　

奥
田　

靖
雄

◎
全
日
制
・
商
業

昭
和
24　

加
藤　

静
馬

昭
和
34　

今
本　

勝
裕

昭
和
36　

今
中　

邦
夫

昭
和
36　

松
原　

高
芳

昭
和
37　

大
内　

敏
夫

昭
和
41　

広
中　

英
男

昭
和
46　

平
野　

一
男

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
和
39　

原　
　

誠
吾

昭
和
45　

上
川　

富
雄

昭
和
48　

植
梶　

邦
彰

昭
和
43　

八
田　

久
吉

昭
和
51　

河
野　

則
男

　

今
年
度
よ
り
、
広
報
誌
が
年
１
回

の
発
行
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
紙

面
を
ガ
ラ
ッ
と
刷
新
い
た
し
ま
し

た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
、
学
校
の
様
子

や
生
徒
の
活
躍
、
同
窓
生
の
近
況
な

ど
、
今
ま
で
以
上
に
興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
、
前
号
か
ら
３

カ
月
と
短
期
間
で
の
発
行
の
為
、
記

事
は
少
な
い
で
す
が
、
ご
感
想
を
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
組
織
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
生
徒
支
援
推
進
委
員
会
も
で

き
、
学
校
や
生
徒
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
９
月
に
同
窓
大
会
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
活
動
を
こ
の
会
報
を

通
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
報
は
皆
様
の
会

費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平成２４年度  山陽同窓会組織図
会長

城戸　常太

副会長（総務財務担当）
宮崎　誠克

副会長（事業担当）
空　昭博

副会長（広報担当）
石崎　信三

副会長（生徒支援推進委員会）
市原　則之

会計監査
三浦　賢彬
吉田　和男
平井　基博

≪幹事長会議≫ ≪委員長会≫
幹事長　瀬戸升和徳 調子　彰

幹事長代理　加藤　壯介 鈴木　孝幸
幹事長代理　調子　彰 田河内　伸平

菅　雅則

事務局
事務局長　長島　正弘
　　　　　（会計幹事）
事務員　三好　知代

総務財政委員会
委員長　調子　彰

事業委員会
委員長　鈴木　孝幸

広報委員会
委員長　田河内　伸平

生徒支援推進委員会
委員長　菅　雅則
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